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農業委員会だより
29
年
度
事
業
計
画
を
決
定昨年度の農地パトロール

　
第
１
３
５
回
農
業
委
員
会
総
会
が
４
月

17
日
、
本
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中

で
、
農
地
を
守
り
有
効
活
用
を
促
進
す
る

た
め
、
農
業
委
員
会
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
28
年
４
月
１
日
に
改
正
農
業
委
員
会
法

が
施
行
さ
れ
、
新
体
制
と
な
っ
て
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
同
総
会
で
は
、
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携

し
、
農
業
者
が
将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望

を
も
ち
、
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実
・
強
化
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

本
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。 

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
事
業
内
容
〉

①
会
議
の
開
催

　
総
会
や
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
重
要

課
題
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
の
連
携
を
進
め
る
た
め
、

地
区
会
議
・
代
表
者
会
議
・
全
体
会
議
を

開
催
す
る
。 

②
研
修
お
よ
び
調
査
の
実
施

　
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
取
り
組
む

た
め
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
研
修
を
実
施
す
る
。

③
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
強
化

　
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
県
、
市

お
よ
び
農
業
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

最
新
の
農
業
情
勢
・
経
済
情
報
を
的
確
に

把
握
す
る
。

◇
農
地
中
間
管
理
機
構
や
北
上
市
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化 

◇
き
た
か
み
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
実
践

④
広
報
、
相
談
活
動
の
強
化

　
積
極
的
な
農
政
関
連
情
報
の
提
供
や
相

談
活
動
を
強
化
す
る
。

◇
地
域
農
業
課
題
の
把
握  

⑤
再
生
利
用
が
可
能
な
遊
休
農
地
の
有
効

利
用
促
進

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
も
と
に
、

遊
休
農
地
と
な
っ
た
農
地
に
つ
い
て
、
所

有
者
の
意
向
を
確
認
し
、
利
用
促
進
の
指

導
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、｢

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル(

利
用
状
況

調
査)

強
調
月
間｣

を
設
定
し
、
優
良
農
地

の
確
保
と
そ
の
有
効
利
用
に
取
り
組
む
。 

⑥｢

農
地
の
日｣

に
お
け
る
実
践
行
動
の
実

施 

⑦
関
係
機
関
に
対
す
る
意
見

　
農
業
者
や
地
域
農
業
の
立
場
に
立
っ
た
、

施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
意
見
書
を
提
出

す
る
。 

⑧
そ
の
他
取
り
組
む
事
業

●
農
地
調
整
事
業

　
優
良
農
地
の
確
保
と
遊
休
農
地
の
有
効

利
用
の
促
進

◇
農
地
法
な
ど
に
基
づ
く
審
議   

◇
農
地
の
利
用
調
整

・
農
地
中
間
管
理
事
業
の
支
援 

◇
贈
与
お
よ
び
相
続
に
伴
う
納
税
猶
予
手

続
き
の
指
導
・
助
言

●
農
政
活
動
事
業

◇
地
域
の
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す

運
動
の
展
開 

・｢

農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会｣

の
開
催 

・
食
育
・
食
農
の
推
進 

・
農
業
体
験
活
動 

●
農
業
者
年
金
業
務
事
業

◇
政
策
支
援
制
度
の
周
知 

◇
農
業
者
年
金
の
加
入
促
進 

・
相
談
会

の
開
催

昨年度の｢農業者等との意見交換会｣

農
業
・
農
地
の
こ
と
を

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

西部 西南 中部 北部 東部 南部 地区

髙
橋
　
純
子 

髙
橋
　
民
行 

髙
橋
　
忠
孝

小
田
嶋
　
勝
治

菊
池
　
慶
幸

佐
藤
　
幸
枝 

高
橋
　
多
一

伊
藤
　
義
明

佐
藤
　
良
一 

下
瀬
川
　
正
眞

伊
藤
　
淳

小
原
　
富
美
雄 

千
田
　
喜
美
子

昆
野
　
広
子

高
橋
　
清
久

遠
藤
　
修
子 

児
玉
　
雅
彦

佐
藤
　
幸
太
郎 

松
田
　
悦
子

氏
名
農
業
委
員

藤
根

横
川
目

煤
孫

岩
崎

江
釣
子

更
木

二
子

飯
豊

口
内

黒
岩
稲
瀬
立
花
鬼
柳

相
去

黒
沢
尻

担
当
エ
リ
ア

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

菊
池
　
顕
裕

髙
橋
　
正
明 

髙
橋
　
正
美

菊
池
　
直
志 

菊
池
　
善
友

髙
橋
　
貫
志

阿
部
　
歳
和 

亀
田
　
勇
二

髙
橋
　
功

千
田
　
恒
徳

菊
池
　
修
二

佐
藤
　
嗣
行

菅
原
　
清
行 

高
橋
　
勉 

藤
田
　
豊

小
原
　
長
榮

髙
橋
　
弘 

八
重
樫
　
重
徳

菊
池
　
武 

齋
藤
　
人
助

齋
藤
　
三
英

菅
野
　
利
博

佐
藤
　
清
一

及
川
　
利
喜
夫

上
野
　
修
幸

金
成
　
良
孝

及
川
　
定
美

佐
藤
　
昌
平

松
田
　
繁

菅
原
　
孝

氏
名

　
各
地
区
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　(

50
音
順)
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◆農業や農業委員会に関することなどは地域の農業委員や農業委員会事務局に、気軽にご相談ください。  
問い合わせ    北上市農業委員会事務局 ( 本庁舎３階 )    ☎ 72-8247  

第
１
回
北
上
市
農
業
委
員

会
全
体
会
議

安
心
し
て
豊
か
な
老
後
を
！

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ

ん
か
？

 ■審議データ

農地の権利移転・利用権設定等審議内容
上段　審議件数　下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的
　に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権
　などの権利を設定または移転する場合で受け
　手側が大規模農家の場合

農地法 ３月 ４月 ５月
３条 14 3 2

29,061 1,340 19,077
４条 2 0 4

2,009 0 6,406
５条 6 11 6

3,614 5,731 3,184
適用外証明 4 1 2

12,510 180 865
農用地利用 261 49 29
集積計画 1,621,191 267,005 183,019

　
農
業
者
年
金
は
、
自
ら
が
納
め
た
保
険

料
と
そ
の
運
用
収
入
を
将
来
受
給
す
る
年

金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て
、
運
用
実
績

に
よ
り
受
給
額
が
決
ま
る
確
定
拠
出
型
年

金
で
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
者
や
受
給
者

の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
し
た
保
険
料
は
全
額
、
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

最
寄
り
の
農
協
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
農
業
委
員
会
は
４
月
25
日
、
ブ
ラ
ン

ニ
ュ
ー
北
上
で｢

第
１
回
北
上
市
農
業
委

員
会
全
体
会
議｣

を
行
い
ま
し
た
。
会
議

に
は
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
が
出
席
し
、

29
年
度
の
農
業
委
員
会
事
業
計
画
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
新
体
制
と
な
っ
て
２
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
同
会
議
で
は
、
農
業

者
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
農
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
農
業
・
農
村
の

構
築
に
向
け
、
与
え
ら
れ
た
責
務
と
役
割

を
十
分
に
果
た
す
た
め
、
積
極
的
に
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
29
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
同
委
員
会
も
参
加

し
、
農
業
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

農
業
委
員
　
児
玉
　
雅
彦)

　
伊
藤
さ
ん
は
、
昨
年
奥
さ
ん
の
実
家

の
あ
る
更
木
地
区
に
新
規
就
農
者
と
し

て
来
ま
し
た
。
仙
台
市
の
出
身
で
陸
上

自
衛
隊
に
20
年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た

が
退
職
し
、
１
年
間
有
機
農
家
で
の
農

業
研
修
を
経
て
、
無
化
学
肥
料
、
無
農

薬
の
野
菜
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
伝
統
野
菜
や
固
定
種
野
菜

な
ど
約
70
品
種
を
栽
培
し
、
季
節
の
野

菜
パ
ッ
ク
を｢

ヤ
サ
イ
ノ
イ
ト
ウ｣
の
名

前
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
市
内
の
飲
食

店
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど
で
販
売
し
て
好
評

を
得
ま
し
た
。
作
付
面
積
は
70
㌃
か
ら

今
季
は
約
１
㌶
に
増
え
、
地
域
の
遊
休

農
地
の
活
用
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
形
も
大
き
さ
も
バ
ラ
バ
ラ
で
ス
ー

こ
だ
わ
り
の
野
菜
を
栽
培

伊
藤 

修
司
さ
ん(

更
木)

パ
ー
で
は
見
か
け
る
こ
と
の
無
い
個
性

豊
か
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
伊
藤
さ

ん
。
今
後
の
抱
負
や
思
い
な
ど
を
う

か
が
っ
た
と
こ
ろ｢

お
客
さ
ま
の
笑
顔
、

お
い
し
か
っ
た
、
と
言
っ
て
も
ら
え
る

喜
び
が
一
番｣

と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
だ
わ
り
の
野
菜

作
り
を
続
け
る
強
い
姿
勢
が
見
ら
れ

た｢

ヤ
サ
イ
ノ
イ
ト
ウ｣

さ
ん
で
し
た
。

 

　
　
　(

農
業
委
員
　
千
田
　
喜
美
子)畑の中で笑顔の伊藤さん

あいさつをする佐藤幸太郎農業委員会会長

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し

ま
せ
ん
か
？

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
先
進
的
な
農
業
経

営
者
の
取
り
組
み
事
例
や
農
政
問
題
の
正

確
・
公
正
な
情
報
と
解
説
を
中
心
に
、
農

業
経
営
や
暮
ら
し
の
改
善
に
役
立
つ
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
金
曜
日
の
発
行
で
、
一
カ
月
の
購

読
料
は
７
０
０
円
で
す
。

　
購
読
の
お
申
し
込
み
は
同
事
務
局
へ
。


